第３学年○組　道徳指導案
日時　　平成28年10月20日(木)第　限
場所　　　　教室
[bookmark: _GoBack]授業者　

１　主題名　　人権尊重（Ｃ-(11)内容項目　公正、公平、社会正義）

２　教材名　　同和問題から差別意識について考える
　　　　　　　　　　（『開け心が窓ならば』黒田清　大谷昭宏・著　角川文庫より）

３　主題設定の理由
（１）価値観
　　差別や偏見はよくないと一般的にわかってはいても、知らず知らずのうちに差別する側でいることになっていることの怖さを知ることは大切なことである。中学３年生にとって就職や結婚はいずれ訪れる人生の大きな転機である。その折に不当な差別が存在していることを知らないまま大人になっていくことは、次の世代へ差別や偏見を先送りし、いわれなき差別を撤廃する啓発へとつながっていかない。だから、新しい社会に飛び出す半年前のこの時期に、そういう差別を受け苦しむ人の思いに触れることは価値あるものと考える。
（２）生徒観
　　本学級の男子生徒は、陽気で活発なリーダーのもと、明るい雰囲気で学習に臨む生徒が多い。いっぽう女子生徒は人数も少ないせいかおとなしく、授業中、積極的に考えを述べていこうという雰囲気に欠ける面が見られる。今回の主題はやや重厚なものであるので、導入部では肩の力を抜いて学習に入り、男女問わず自分の結婚観を述べさせたい。また、資料は女性の新聞投書がもとになっているものなので、女子生徒がいつもより積極的に意見を発表できるのではないかと考える。
（３）教材観
　　結婚を考えていた相手から「部落出身」ということを理由に一方的に別れを告げられ、自殺未遂ののち、さらにお見合いでも同じ理由で断られた経験をつづった女性の新聞投書が今回の教材である。世の中にこんな不当な差別があることを知らず、これまで過ごしてきている生徒が大半なので、与えられる衝撃は大きいと思われる。一方で、実際の新聞の投書がもとになっているので、現実と乖離してしまうことなく自分たちにも起こりうる可能性のある問題としてとらえられるであろう。生徒が投書の女性の苦しみに寄り添い、差別や偏見のない社会を構成する一員としての自覚を促すきっかけとしたい。

４　本時のねらい　　
・ある新聞投書をもとに、同和問題について知り、考える活動を通して、差別や偏見をなくし、人権を尊重していこうとする態度を育てる。

５　準備
　　　新聞投書（資料①②③）、ワークシート
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※教師の経験を話したり、条件をイメージさせたりし、発表しやすい雰囲気を作る。
☆板書する（Ｔ２）
※成就しない場合もイメージさせる。
☆資料①を配り、範読する（Ｔ１）
※村（部落）についての知識を確認する
☆村が誕生した背景について説明する
☆資料②を配り、範読する（Ｔ２）
☆ワークシートを配る
☆板書する（Ｔ２）
※意見が出にくい時は、資料①も参照させたり、席の近い仲間と意見交換させたりする
☆資料③を配り、範読する（Ｔ１）
　　　※４人程度の小グループを組ませ、
　　司会と発表者を指定する
☆板書する（Ｔ２）
☆Ａ子さんへ贈る手紙の形で書かせる
※視点の異なる生徒を数名、取り上げる
) (
結婚するなら、お見合い？恋愛？どちらがよい？
)



＜理由＞　お見合い　⇒・たくさんの人と出会えそうだ

　　　　　恋愛結婚　⇒・自分で探したい　

＜求める条件＞　・経済力　・性格　・学歴　・容姿　etc



 (
Ａ子さんは、なぜ結婚を断られたのでしょう？
)○資料①を読む



　・「村の子」だったから　　→・「村」って何だ？





○資料②を読む

 (
Ｂ子さんの母親はどんな思いで「部落以外なら…」と言ったのだろう？
)

○自分の考えをワークシートに書き込み、発表する

　・近所の目が気になる　　　・親戚との関係が悪くなりそうだ　

　・いつか生まれてくる子どもがかわいそうだ　　

・自分たちも同じ仲間に見られる

・特に何も思っていないかも。それが当然



○資料③を読む

 (
結婚する相手に、「村の子」だと伝えられないままのＡさんでよいのだろうか？
)



○Ａ子さんが結婚相手に部落出身だと伝えられない思いについて考える

○ワークシートへ自分の考えを書き、話し合う

○グループで話し合ったことを発表する　

「よい」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「よくない」

・また破談になると思うと言えない　　　　　　　　　　　　　・差別に負けてほしくないので伝えるべきだ

・相手はよくても親戚や家族に反対されるのはいやだ　　　　　・事実は隠し続けられないのではないか

・いつか生まれる子どものことが心配になる　　　　　　　　　・もし伝えて断る人なら幸せになれないのでは？

「どちらとも言えない」

　　　　　　　　　　　　　　　・誰かは傷ついてしまうのではないか

　　　　　　　　　　　　　　　・いつか伝えられるといいが勇気がいることだ

○今日の授業をふりかえり、ワークシートへ記入する。



○発表する





７　評価

　・差別や偏見をなくしていこうという気持ちの高まりがみられたか。（発言・ワークシート）



６


 


本時の


展開


 


•ª


 


Žö‹Æ‚Ì—¬‚ê


 


�›Šw�KŠˆ“®


     


�¦Žw“±�ã‚Ì—¯ˆÓ“_


  


�™‹³Žt‚ÌŽx‰‡


 


‚O


 


 


 


 


 


 


5


 


 


 


 


 


1


0


 


 


 


 


 


 


 


 


25


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


40


 


 


4


5


 


 


 


 


＜


理由


＞


 


お見合い


 


⇒


・


たくさんの人と出会えそうだ


 


  


 


  


恋愛結婚


 


⇒


・


自分で探したい


 


 


＜


求める条件


＞


 


・


経済力


 


・性格


 


・学歴


 


・


容姿


 


etc


 


 


○資料


�@


を読む


 


 


 


・


「


村の


子」


だったから


 


 


→・


「村」


って何だ？


 


 


 


○資料�Aを読む


 


 


○自分の考えをワークシートに書き込


み、発表する


 


 


・


近所の目が気になる


 


  


・親戚との関係が悪くなりそうだ


 


 


 


・いつか生まれてくる子ども


がかわいそうだ


  


 


・自分たちも同じ仲間に見られる


 


・特に何も思っていな


いかも


。


それが当然


 


 


○資料


�B


を読


む


 


 


 


○


Ａ


子さんが


結婚相手に部落出身だと伝えられない思いについて考える


 


○


ワークシートへ自分の考えを


書き、話し合う


 


○グループで話し合


ったことを発表する


 


 


「


よい


」


                         


「よくない」


 


・また破談になると思うと


言えない


             


・差別に負けてほしくない


ので伝えるべきだ


 


・


相手はよくても


親戚や家族に反対されるのはいやだ


     


・事実は隠


し続けられない


のではないか


 


・いつか生まれる子どものこと


が


心配


になる


         


・


もし


伝えて


断る人


なら


幸せになれないのでは？


 


「どちらとも言えない」


 


               


・誰かは傷ついてしまうのではないか


 


               


・いつか伝えられるといいが勇気がいることだ


 


○今日の授業をふりかえり、ワークシートへ記入する。


 


 


○発表する


 


７


 


評価


 


 


・


差別や偏見をなくしていこうという気持ちの高まりがみられ


たか


。（発言・


ワークシート


）


 


結婚するなら、


お


見合い


？


恋愛？


どちらがよい？


 


 


※


教師の


経験


を話したり、


条件をイメージ


させたりし、


発表しやすい雰囲気を作る。


 


☆板書する（Ｔ２）


 


※


成就しない場合も


イメージさせる


。


 


☆資料


�@


を配


り、


範読


する（Ｔ１）


 


 


※


村（


部落


）


についての知識を確認する


 


☆


村


が


誕生した


背景について説明


する


 


 


☆資料�Aを配り、範読する（Ｔ２）


 


 


☆ワークシートを配る


 


☆板書する（Ｔ２）


 


※意見が出にくい時は、資料�@も参照させ


たり


、席の近い仲間と意見交換させ


たり


す


る


 


 


☆資料


�B


を配り、


範読


する（Ｔ１）


 


 


 


   


※４人程度の小グループを組ませ、


 


  


司会と発表者を


指定する


 


☆板書する（Ｔ２）


 


 


 


 


 


 


 


 


☆Ａ子さん


へ


贈る


手紙の形


で書かせる


 


 


※視点の異なる生徒を数名、取り上げる


 


Ａ


子


さん


は、なぜ結婚


を断られたの


でしょう


？


 


結婚する相手に、「村の子」だと


伝えられないままの


Ａさん


で


よいのだろうか


？


 


Ｂ


子


さんの母親


はどんな思いで「部落以外なら…」と言ったの


だろう？


 



image1.emf
６ 本時の展開 

分 

授業の流れ ○学習活動     ※指導上の留意点  ☆教師の支援 

０ 

 

 

 

 

 

5 

 

 

 

 

10 

 

 

 

 

 

 

 

25 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

40 

 

45 

 

 

 

＜理由＞ お見合い ⇒・たくさんの人と出会えそうだ  

     恋愛結婚 ⇒・自分で探したい  

＜求める条件＞ ・経済力 ・性格 ・学歴 ・容姿 etc 

 

○資料①を読む 

 

 ・「村の子」だったから  →・「村」って何だ？ 

 

 

○資料②を読む 

 

○自分の考えをワークシートに書き込み、発表する  

 ・近所の目が気になる   ・親戚との関係が悪くなりそうだ   

 ・いつか生まれてくる子どもがかわいそうだ    

・自分たちも同じ仲間に見られる  

・特に何も思っていないかも。それが当然  

 

○資料③を読む 

 

 

○Ａ子さんが結婚相手に部落出身だと伝えられない思いについて考える  

○ワークシートへ自分の考えを書き、話し合う  

○グループで話し合ったことを発表する   

「よい」                          「よくない」 

・また破談になると思うと言えない               ・差別に負けてほしくないので伝えるべきだ  

・相手はよくても親戚や家族に反対されるのはいやだ      ・事実は隠し続けられないのではないか  

・いつか生まれる子どものことが心配になる          ・もし伝えて断る人なら幸せになれないのでは？  

「どちらとも言えない」 

                ・誰かは傷ついてしまうのではないか  

                ・いつか伝えられるといいが勇気がいることだ  

○今日の授業をふりかえり、ワークシートへ記入する。  

 

○発表する 

７ 評価 

 ・差別や偏見をなくしていこうという気持ちの高まりがみられたか。（発言・ワークシート）  

結婚するなら、お見合い？恋愛？どちらがよい？  

 

※教師の経験を話したり、条件をイメージ

させたりし、発表しやすい雰囲気を作る。  

☆板書する（Ｔ２） 

※成就しない場合もイメージさせる。  

☆資料①を配り、範読する（Ｔ１）  

 

※村（部落）についての知識を確認する  

☆村が誕生した背景について説明する  

 

☆資料②を配り、範読する（Ｔ２）  

 

☆ワークシートを配る 

☆板書する（Ｔ２） 

※意見が出にくい時は、資料①も参照させ

たり、席の近い仲間と意見交換させたり

する 

 

☆資料③を配り、範読する（Ｔ１）  

 

 

   ※４人程度の小グループを組ませ、  

  司会と発表者を指定する 

☆板書する（Ｔ２） 

 

 

 

 

 

 

 

☆Ａ子さんへ贈る手紙の形で書かせる  

 

※視点の異なる生徒を数名、取り上げる  

Ａ子さんは、なぜ結婚を断られたのでしょう？  

結婚する相手に、「村の子」だと伝えられないままのＡさんでよいのだろうか？  

Ｂ子さんの母親はどんな思いで「部落以外なら…」と言ったのだろう？  



第３学年


○


組


 


道徳指導案


 


日時


  


平成


28


年


10


月


20


日


(


木


)


第


 


限


 


場所


  


  


教室


 


授業者


 


 


 


１


 


主題


名


 


 


人権尊重


（Ｃ


-


(11)


内容


項目


 


公正、公平、社会正義）


 


 


２


 


教材


名


  


同和問題から差別意識について考える


 


          


（『開け心が窓ならば』黒田清


 


大谷昭宏・著


 


角川文庫より）


 


 


３


 


主題設定の理由


 


�i


‚P�j


‰¿’lŠÏ


 


  


�·•Ê‚â•ÎŒ©‚Í‚æ‚­‚È‚¢‚Æˆê”Ê“I‚É‚í‚©‚Á‚Ä‚Í‚¢‚Ä‚à


�A’m‚ç‚¸’m‚ç‚¸‚Ì‚¤‚¿‚É


�·•Ê‚·‚é


‘¤‚Å‚¢‚é‚±‚Æ‚É‚È‚Á‚Ä‚¢‚é‚±‚Æ‚Ì•|‚³‚ð’m‚é‚±‚Æ‚Í‘å�Ø‚È‚±‚Æ‚Å‚ ‚é�B’†Šw‚R”N�¶‚É‚Æ


‚Á‚Ä�A�E


‚âŒ‹�¥‚Í


‚¢‚¸‚ê–K‚ê‚é�l�¶‚Ì‘å‚«‚È“]‹@‚Å‚ ‚é�B‚»‚Ì�Ü‚É•s“–‚È�·•Ê


‚ª‘¶�Ý‚µ


‚Ä‚¢‚é‚±‚Æ


‚ð’m‚ç‚È‚¢‚Ü‚Ü‘å�l‚É‚È‚Á‚Ä‚¢‚­‚±‚Æ‚Í�AŽŸ‚Ì�¢‘ã‚Ö�·•Ê‚â•ÎŒ©‚ð�æ‘—‚è‚µ�A


‚¢‚í‚ê‚È‚«�·•Ê‚ð“P”p‚·‚éŒ[”­‚Ö‚Æ


‚Â‚È‚ª


‚Á‚Ä‚¢‚©‚È‚¢�B


‚¾‚©‚ç�A


�V‚µ‚¢ŽÐ‰ï‚É”ò‚Ñ�o


‚·”¼”N‘O‚Ì‚±‚ÌŽžŠú‚É


�A


‚»‚¤‚¢‚¤�·•Ê‚ðŽó‚¯‹ê‚µ‚Þ�l‚ÌŽv‚¢‚É�G‚ê‚é‚±‚Æ‚Í‰¿’l‚ ‚é‚à


‚Ì‚Æ�l‚¦‚é�B


 


�i


‚Q�j


�¶“kŠÏ


 


  


–{Šw‹‰‚Ì


’jŽq


�¶“k


‚Í


�A—z‹C‚Å


Šˆ”­‚È


ƒŠ�[ƒ_�[‚Ì‚à‚Æ�A–¾‚é‚¢•µˆÍ‹C‚ÅŠw�K‚É—Õ‚Þ


�¶“k


‚ª‘½


‚¢�B‚¢‚Á‚Û‚¤


�—Žq


�¶“k


‚Í�l�”‚à�­‚È‚¢‚¹‚¢‚©‚¨‚Æ‚È‚µ


‚­�AŽö‹Æ’†�A�Ï‹É“I‚É�l‚¦‚ð


�q‚×‚Ä‚¢‚±‚¤‚Æ‚¢‚¤•µˆÍ‹C‚ÉŒ‡‚¯‚é


–Ê‚ªŒ©‚ç‚ê‚é


�B�¡‰ñ‚Ì


Žå‘è‚Í‚â‚â�dŒú‚È‚à‚Ì‚Å‚ ‚é


‚Ì‚Å�A“±“ü•”‚Å


‚Í


Œ¨‚Ì—Í‚ð”²‚¢‚ÄŠw�K‚É“ü‚è�A’j�—–â‚í‚¸Ž©•ª‚ÌŒ‹�¥ŠÏ‚ð�q‚×


‚³‚¹‚½‚¢


�B


‚Ü‚½�AŽ‘—¿‚Í


�—�«‚Ì�V•·“Š�‘


‚ª‚à‚Æ‚É‚È‚Á‚Ä‚¢‚é‚à‚Ì


‚È


‚Ì‚Å�A


�—Žq


�¶“k‚ª‚¢‚Â‚à‚æ‚è�Ï


‹É“I‚É


ˆÓŒ©


‚ð”­•\‚Å‚«‚é‚Ì‚Å‚Í


‚È‚¢‚©


‚Æ�l‚¦‚é


�B


 


�i


‚R�j


‹³�ÞŠÏ


 


  


Œ‹�¥‚ð�l‚¦‚Ä‚¢‚½‘ŠŽè‚©‚ç�u


•”—Ž�o�g�v‚Æ‚¢‚¤‚±‚Æ‚ð—�—R‚Éˆê•û“I‚É•Ê‚ê‚ð��‚°‚ç‚ê�A


Ž©ŽE–¢�‹


‚Ì‚Ì‚¿


�A‚³‚ç‚É


‚¨Œ©�‡‚¢‚Å‚à“¯‚¶—�—R‚Å’f‚ç‚ê‚½ŒoŒ±‚ð‚Â‚Ã‚Á‚½�—�«‚Ì�V•·“Š


�‘‚ª�¡‰ñ‚Ì‹³�Þ‚Å‚ ‚é�B�¢‚Ì’†‚É‚±‚ñ‚È•s“–‚È


�·•Ê‚ª‚ ‚é‚±‚Æ‚ð’m‚ç‚¸�A‚±‚ê‚Ü‚Å‰ß‚²


‚µ‚Ä‚«‚Ä‚¢‚é�¶“k‚ª‘å”¼‚È


‚Ì‚Å�A—^‚¦‚ç‚ê‚é�ÕŒ‚‚Í‘å‚«‚¢‚ÆŽv‚í‚ê‚é�Bˆê•û‚Å�AŽÀ�Û‚Ì


�V•·‚Ì“Š�‘‚ª‚à‚Æ‚É‚È‚Á‚Ä‚¢‚é‚Ì‚Å�AŒ»ŽÀ‚Æ˜¨—£‚µ‚Ä‚µ‚Ü‚¤‚±‚Æ‚È‚­Ž©•ª‚½‚¿‚É‚à‹N‚±


‚è‚¤‚é‰Â”\�«‚Ì‚ ‚é–â‘è‚Æ‚µ‚Ä‚Æ‚ç‚¦‚ç‚ê‚é‚Å‚ ‚ë‚¤�B


�¶“k‚ª


“Š�‘‚Ì�—�«‚Ì‹ê‚µ‚Ý‚ÉŠñ


‚è“Y‚¢�A


�·•Ê‚â•ÎŒ©


‚Ì‚È‚¢ŽÐ‰ï‚ð�\�¬‚·‚éˆêˆõ‚Æ‚µ‚Ä‚ÌŽ©Šo‚ð‘£‚·‚«‚Á‚©‚¯‚Æ


‚µ‚½‚¢�B


 


 


‚S


 


–{Žž‚Ì‚Ë‚ç‚¢


  


 


�E‚ ‚é�V•·“Š�‘‚ð‚à‚Æ‚É�A“¯˜a–â‘è‚É‚Â‚¢‚Ä’m‚è�A�l‚¦‚éŠˆ“®‚ð’Ê‚µ‚Ä


�A�·•Ê‚â•ÎŒ©‚ð


‚È‚­‚µ�A�lŒ ‚ð‘¸�d


‚µ‚Ä‚¢‚±‚¤‚Æ‚·‚é


‘Ô“x‚ðˆç‚Ä‚é�B


 


 


‚T


 


�€”õ


 


  


 


�V•·“Š�‘�iŽ‘—¿


‡@‡A‡B


�j�Aƒ��[ƒNƒV�[ƒg


 


 




第３学年○組 道徳指導案 

日時  平成28年10月20日(木)第 限 

場所    教室 

授業者  

 

１ 主題名  人権尊重（Ｃ-(11)内容項目 公正、公平、社会正義） 

 

２ 教材名  同和問題から差別意識について考える 

          （『開け心が窓ならば』黒田清 大谷昭宏・著 角川文庫より） 

 

３ 主題設定の理由 

（１）価値観 

  差別や偏見はよくないと一般的にわかってはいても、知らず知らずのうちに差別する

側でいることになっていることの怖さを知ることは大切なことである。中学３年生にと

って就職や結婚はいずれ訪れる人生の大きな転機である。その折に不当な差別が存在し

ていることを知らないまま大人になっていくことは、次の世代へ差別や偏見を先送りし、

いわれなき差別を撤廃する啓発へとつながっていかない。だから、新しい社会に飛び出

す半年前のこの時期に、そういう差別を受け苦しむ人の思いに触れることは価値あるも

のと考える。 

（２）生徒観 

  本学級の男子生徒は、陽気で活発なリーダーのもと、明るい雰囲気で学習に臨む生徒

が多い。いっぽう女子生徒は人数も少ないせいかおとなしく、授業中、積極的に考えを

述べていこうという雰囲気に欠ける面が見られる。今回の主題はやや重厚なものである

ので、導入部では肩の力を抜いて学習に入り、男女問わず自分の結婚観を述べさせたい。

また、資料は女性の新聞投書がもとになっているものなので、女子生徒がいつもより積

極的に意見を発表できるのではないかと考える。 

（３）教材観 

  結婚を考えていた相手から「部落出身」ということを理由に一方的に別れを告げられ、

自殺未遂ののち、さらにお見合いでも同じ理由で断られた経験をつづった女性の新聞投

書が今回の教材である。世の中にこんな不当な差別があることを知らず、これまで過ご

してきている生徒が大半なので、与えられる衝撃は大きいと思われる。一方で、実際の

新聞の投書がもとになっているので、現実と乖離してしまうことなく自分たちにも起こ

りうる可能性のある問題としてとらえられるであろう。生徒が投書の女性の苦しみに寄

り添い、差別や偏見のない社会を構成する一員としての自覚を促すきっかけとしたい。 

 

４ 本時のねらい   

・ある新聞投書をもとに、同和問題について知り、考える活動を通して、差別や偏見を

なくし、人権を尊重していこうとする態度を育てる。 

 

５ 準備 

   新聞投書（資料①②③）、ワークシート 

 

